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日 時 ： 2004年 10月 10日 (日)        天候 ： 曇りときどき小雨 

コース ： 高来神社 ⇒ 高麗山 ⇒ 八俵山 ⇒ 浅間山  

前日の9日（土）は､首都圏に接近したものでは史上最強の台風が神奈川県を駆け抜けてい
きました。台風一過の晴天を期待していたのですが､空一面が厚い雲に覆われてときどき霧雨も

降ってきます。高来神社の境内ではグミの木が倒れていました。コースの途中も折れた枝や葉が

散乱し､木の実が落ちていました。沢のように歩道に水が流れている箇所もありました。 

台風の後は風で運ばれた珍しい鳥が見られることがあるのですが､林の中はヒヨドリの声もあま

り聞かれず静かでした。どこかへ非難していったのでしょうか？ところが浅間山にくると様相が一

変しました（ちょっと大げさ？）。ミズキに渡り途中のヒタキの仲間が集まっています。初めはエゾビ

タキが見つかりました。2～3羽がミズキの実をついばんだり､忙しく飛び回ったりしています。その
中にお腹の白いコサメビタキも混ざっていました。さらによく観察するとこの2種とは明らかに違う
雰囲気の個体もいます。喉から胸にかけて黒っぽいサメビタキでした。非常に珍しい鳥ですが､

金子さんが得意のデジスコで写真を撮って確認できました。観察できたヒタキ類はエゾビタキ5羽､
コサメビタキ1羽､サメビタキ1羽､キビタキ（♀タイプ）1羽でした。ムシクイの仲間も1羽いたようです。
採餌や羽づくろいする姿などをゆっくりと観察することができ､十分に堪能しました。その間も､ア

オゲラがミズキを食べにやってきたり､アマツバメが上空を飛んだり､メジロの群れが通過したりして

いました。 

天気はあまりよくなかったのですが､最後に見ごたえのあるものが待っており､充実した探鳥会

になりました。 
 

  
 参 加 者  参加人数 15 名 (敬称略) 

1. 下倉 紘一 2. 吉田 宣子 3. 藤井 さやか 4. 加藤 修一 5. 八木 正 

6. 大坂 英樹 7. 片倉 暹 8. 富田 和之 9. 木田 ハマ 10.松下 弓子 

11.吉尾 孝 12.（田端 裕） 13.（内山 規矩雄） 14.（金子 典芳） 15.（岩佐 昌夫） 
     
  
 見聞きした鳥  種類数 23 種 （ドバトを含む） 

1. トビ 2. キジバト 3. ドバト 4. アマツバメ 5. ヒメアマツバメ 

6. コゲラ 7. アオゲラ 8. イワツバメ 9. ヒヨドリ 10.モズ 

11.ムシクイ sp 12.キビタキ 13.サメビタキ 14.エゾビタキ 15.コサメビタキ 

16.シジュウカラ 17.ヤマガラ 18.メジロ 19.カワラヒワ 20.スズメ 

21.ムクドリ 22.カケス 23.ハシブトガラス   



★BINOS研究発表会（野鳥の会神奈川支部） 
第3回BINOS発表会が10月31日（日）に横浜ランドマークタワーで行われ､こまた

ん関連では2件のレポートが報告されました｡まず初めは､白田仁志さんが地元での

調査結果をまとめた｢茅ケ崎里山公園におけるホオジロ類の環境選好｣です｡茅ケ崎

市北部の谷戸での公園整備により変わっていく環境をホオジロ類がどのように利用

しているかを開発の初期の段階で調べたものです｡白田さんらしい落ち着いた発表

で､とてもわかりやすい内容でした。発表会のオオトリは小野さん､金子さんによ

る｢大磯町照ヶ崎海岸におけるアオバトの幼鳥観察｣でした｡2002年と2003年の小

野さんによる幼鳥観察の記録を基に､幼鳥の識別･飛来の状況･繁殖期間の推定な

どが､パワーポイントの機能を駆使したスライドを使用して報告されました｡アオ

バトの幼鳥に魅せられた小野さんの幼鳥に対する情熱が伝わって

くる楽しい発表でした｡発表が終わった後で司会の秋山さんが会

場にいるこまたんメンバーを紹介してくださり感激しました｡今年もこまたんから

の参加者が全聴衆の約3割を占めており､こまたんパワーを発揮していました｡鈴木

茂也会長の｢鳥を見て楽しむから調査研究に興味が移り､それが自然保護につながっ

ていく楽しみを多くの人に知って欲しい｣という挨拶と浜口さんの｢身近な野鳥を調べるのが一番お

もしろい｣という言葉が､こまたんの取り組み方に通じていて印象に残りました｡ 

★ シラサギカウント調査 
先月号でもお知らせしたように､山田さんをリーダーとした”こまたんシラサギカウント隊”が､平塚大

橋下流の竹やぶを塒としているサギ類（アオサギ､ダイサギ､チュウサギ､アマサギ､コサギ､ゴイサギ）

のカウント調査を行っています｡山田さんが独自に調べたデータもプラスして7月初めからの記録を

グラフにしてみました（アオサギとゴイサギは除いてあります）｡7月初めから徐々に数が増えだして9

月 10日頃に最大となり､その後は急速に減っていることが分かります。下のグラフでは分かりにくい

ですが､それぞれの最大数は､合計684羽（9/10）､ダイサギは307羽（9/6）､チュウサギ281羽（10/1）､

アマサギ262羽（9/10）､コサギ344羽（9/22）となっています。 【調査継続中のため途中経過でした】 
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★ 大磯宿場まつり 
11 月 7日の日曜日､大磯旧東海道の松並木で「大磯宿場まつり」が開かれました｡こまたんはこのお祭

りには第1回目から参加しており､今年も「あおばとや」を会場の中央付近に出店しました｡照ヶ崎海岸

のアオバトの展示とチラシの配布､鈴木逸子さん手作りの双眼鏡入れなどの販売､「アオバトのふしぎ」

の宣伝販売にくわえて､今年の目玉は絵はがきの販売です｡東郷なりさ

（ティン）さんの絵によるアオバト絵はがき(3枚セット)と福田恵美子さん

のこまたんアオバト絵はがき(4枚セット)の二種類です。秋とは思えな

いように暖かく､風もなかったこともあって､大勢の方があおばとやを

訪れてくれました｡チラシを配りながらアオバトを説明すると「知ってる

よ」とか「見たことあるよ」と言ってくれる人がとても多かったです｡そ

れでも大磯に住んでいるのに「アオバトなんて知らない」､「知っている

けど見たことない」という声もま

だ多くて説明に熱が入り､500枚

用意したチラシもお昼過ぎ頃にはなくなってしまいました｡ 

絵はがきの売れ行きも好調で､99セット作ったティンさんのアオ

バト絵はがきは早々に完売してしまい､こまたんの宣伝を兼ねて

いるようなこまたんアオバト絵はがきも70セットも売れました｡

鈴木さん手作りの作品も､手にとって品定めをしてから買ってい

く人など順調な売れ行きでした｡ 

後片付けが終わった後の反省会では来年に向けてのアイデアがいろいろと飛び出しました。「日本一」

の大きな幟（旗）を作ってアオバト日本一をアピールしようとか､もっといろいろな絵はがきを作って売

りまくろうとか・・・来年をお楽しみに。 <こまたんアオバト絵はがきは定例探鳥会でも販売の予定です> 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

○ 日本野鳥の会  2005年 ワイルドバード・カレンダー 

一部 ¥1,000で販売中です｡探鳥会幹事までお知らせください。 

○ 11月の行事予告 

11 月 23日（火・勤労感謝の日） 鷹取山・吉沢自然観察会（第49回市民探鳥会） 雨天中止 

        生沢・東の池（9：15出発）⇒谷戸川⇒鷹取山（昼食）⇒霧降の滝⇒松岩寺（14時頃解散） 
        集合場所 ①生沢バス停前東の池9時  ②平塚駅北口地下道入り口付近8時 15分 

        持ち物 お弁当と飲み物（必ず準備してください）､雨具､衣類。あれば双眼鏡､図鑑 

11月 27日（土）・28日（日） 大磯文化祭 

    大磯町・滄浪閣  9：00～19：00  アオバトコーナー展示は2階です 

○ 定例カウント調査 
吉沢 & 土屋    12月 4日 （第 1土曜日） 

鷹取山         12月 11日 （第2土曜日） 

午前7時（11月から集合時間が変わっています。今までより1時間遅くなりますのでご注意

願います）に､高麗ハイツとなりの駐車場（青空市場）に集合。午前中に解散。雨天中止 

問い合わせ･連絡先 
岩佐 昌夫0463-55-6142  内山 規矩雄0463-33-4322  金子 典芳0463-32-5583 



 

鳥 報 

こまたんメンバーのフィールドでの観察記録から主なものをご紹介します。 

アオバト情報 

照ヶ崎への飛来情報  

観察時間 飛  来  数 
日 付 
開 始 終 了

天 気 
飛来 

回数 総  数 瞬間最大
備  考 

10/10 7：00 10：00 ◎ 3 16 7 

10/12 6：00 10：00 ●◎ 39 704 63 

10/17 6：00 10：00 ○ 13 174 26 

10/24 6：00 9：00 ○ 13 103 16 

11/3 6：00 10：00 ○ 7 43 12 

11/7 6：00 9：00 ○ 2 10 5 

アオバトの飛来数が急速
に減少してきています。
終認日が近づいてきてい
ますが､見極めるのは非
常に難しいですね。飛来
ゼロが何日か続いてから
確定されます。 

その他の場所でのアオバト情報 

10/7 矢倉岳万葉公園 5羽が西に向かって飛ぶ。肩がアズキ色の♂も確認（数は不明） 

10/12 秦野市弘法山公園（権現山展望台） ♂幼鳥1羽がクマノミズキに飛来し､5分間ほど実を食べる 

10/14 鷹取山 1羽が南へ飛ぶ    10/23 鷹取山 12羽が山方向へ飛ぶ 

その他の野鳥情報  

ジョウビタキ ： 10/17宮ケ瀬･早戸川 ♂1羽。10/17茅ケ崎市･小出川 ♂1羽。10/17二宮町 ♂1羽 

   10/18平塚市吉沢1羽。10/19大磯町 ♀1羽。10/19横浜市青葉区1羽。10/21藤沢市大庭1羽 

   10/21花水川。10/23渋田川  ～ その他記録多数 

コガモ ： 10/11渋田川･親水公園9羽。10/17宮ケ瀬湖 数羽 

オシドリ ： 10/17宮ケ瀬湖66羽。10/19吉沢の溜池 ♂3羽 

マガモ ： 10/17宮ケ瀬湖2羽。 ～ 花水川､渋田川でも見られている 

クロジ ： 10/17宮ケ瀬・早戸川1羽。10/29鷹取山 ♂♀各1羽 

アオジ ： 10/30逗子・二子山1羽。10/29鷹取山1羽。11/2宮ケ瀬･早戸川 

カシラダカ ： 11/2宮ケ瀬･早戸川1羽。 ～ 吉沢､鷹取山でも記録あり 

ベニマシコ ： 11/2宮ケ瀬･早戸川2羽。11/3山北 

ルリビタキ ： 11/2宮ケ瀬･早戸川 

トラツグミ ： 10/19鷹取山1羽 

シロハラ ： 10/29鷹取山2羽 

アカハラ ： 11/2鷹取山2羽 

ツグミ ： 11/10平塚市ふじみ野1羽。11/10宮ケ瀬･早戸川3羽 

クロツグミ ： 10/29鷹取山 ♀1羽 

ユリカモメ ： 11/10花水川50羽､平塚大橋の上流へ飛ぶ 

アカゲラ ： 10/15鷹取山 ♀1羽。10/17宮ケ瀬･早戸川1羽 

フクロウ ： 11/7平塚市総合公園1羽 

次回の定例探鳥会は2004年 12月12日（日）です。午前7時30分 高来神社に集合。 

斎藤 常實 0467-51-3543 
緑鳩(アオバト) 第 213号／11月号 発行所：こまたん

岩佐 昌夫 0463-55-6142 

こまたんホームページアドレス  http://www.komatan.jp/ 

日本野鳥の会神奈川支部ホームページ  http://www.mmjp.or.jp/wbsj-k/ 


